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学校教育目標 「自らの良さを認め 共に伸びる生徒の育成」

校 訓 「真面目にします 仲よく協力します よい言葉を使います」

令和５年度松前中学校文化祭

11月３日（金）、令和５年度松前中学校文化祭が行われました。
「青春開花 ～今を大切に 高みを目指して～」のテーマのもと、全力で努力の成果を披露

する子供たちの姿は本当に輝いていました。
生徒会役員のハンドベルの演奏で始まった今年度の文化祭。有志発表では、ピアノ独奏あり、

ダンスあり、漫才ありと、様々な才能が開花していました。保健体育科のダンスでは、学級ご
とに趣向を凝らしたダンスが披露され、先生方も生徒たちとともに青春を満喫していました。
伊予高校とのコラボレーションであった吹奏楽部の発表では、高校全国レベルの吹奏楽の音

色に触発され、我が松前中学校吹奏楽部の演奏も輝きを増していました。
生徒会役員、３年生を中心に松前中生らしい全力が輝いたまさに「青春」が「開花」した文

化祭になりました。

閉会式校長挨拶（要旨）

「青春開花 ～今を大切に 高みを目指して～」この大会スローガンのもと、今日は、
松中生のエネルギーが溢れる、素晴らしい文化祭が開催されました。ありがとうございま
した。また、お忙しい中、多くの御来賓の皆様・保護者の皆様に御参観いただき、誠にあ
りがとうございました。そして、素晴らしい演奏を聴かせていただきました伊予高校吹奏
楽部の皆さん、ありがとうございました。同じ町内の学校として、お互い頑張っていきま
しょう。
さて、今日は、皆さんに「人生の時計」についてお話ししたいと思います。
それは、「今の自分の年齢を３で割った数字は、その人が歩いている人生の時刻を表し

ている。」というものです。例えば、30歳の人の場合は、「30÷３＝10」となり、その人は、
人生の「午前10時」頃を歩いているということになります。私は今60歳なので３で割ると
20となり、私の人生の時計は、午後８時を指しています。１日の主な仕事が終わり、これ
から段々と夜が深まっている時間帯にいるという訳です。
では、中学生の皆さんはどうでしょうか。13歳から15歳の３年間を、この「人生の時計」

に当てはめると、午前４時過ぎから午前５時までの１時間ほどに当たります。まだまだ皆
さんには、１日のうちの８割以上の時間があるということになります。これから、その時
間をどう使っていくかを想像すると、やりたいことがたくさん出てくるのではないでしょ
うか。
また、この朝４時から５時までの時間帯は、これからの季節では１日のうちで最も気温

が低くなる厳しい時間帯です。しかし、新しい１日の始まりを待つ夜明け前の時間帯でも
あります。つまり皆さんは、今は厳しくとも、これから希望に満ちた人生の始まりに向け
て、今まさに明るい光が差し込んでこようとしている時間帯にいるわけです。
３年生の皆さんは、これまでの中学校生活３年間でこれから始まる進路選択のために必

要な力を蓄えてきました。そのことに自信を持ち、焦ることなくじっくりとこの時期を過
ごし、間もなく訪れる夜明けに向け力強くその一歩を踏み出してほしいと思います。
「青春開花～今を大切に 高みを目指して」この大会スローガンは、まさに「人生の時

計」を表しているとは思いませんか。これから訪れる、希望あふれる１日を迎えるため、
今を大切にし、高みを目指して頑張っていきましょう。
皆さんのこれからの中学校生活が、より一層充実したものになることを期待し、閉会の

挨拶とさせていただきます。



大変素晴らしい文化祭でした。次の目標に向かって気持ちを切り替えて頑張っていきましょう。
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